
    （5）Conva Tec ストーマケアオンラインセミナー  

「オーバーハングしている硬い腹壁への追従性～エスティームやわらか凸を使用して～」 

2020年 10月 17日  講師：松田晶代 

    （6）令和 2年度 岡山看護協会 「最近の医療の動向と看護の役割」  

2020年 9月 4日、令和 2年 12月 4日  講師：山下睦子 

    （7）新生児蘇生法 A コース講習会 

2020年 12月 3日  インストラクター：室井晃子 

    （8）令和 2年度 リエゾン養成研修会 

      2021年 1月 27日  ファシリテーター：國安 ゆかり 

      

３）各職場での活動 

    （1）各部署での活動（実践・指導・相談・調整・教育・研究・倫理調整） 

    （2）入院基本料等加算の算定 

がん拠点病院加算、がん患者指導管理料（イ）（ロ）、褥瘡ハイリスク患者ケア加算、認知症ケア 

加算、感染防止対策加算（1）（2）、糖尿病合併症管理料（フットケア外来）、排尿自立指導料 

人工肛門・人口膀胱造設術前処置加算、早期離床リハビリテーション加算、呼吸ケア 

チーム加算 

 

表１ リソースナースが係る医療活動の実績（算定件数） 

チーム名 担当者 診療報酬 年間件数 

感染対策 

チーム 

感染管理認定看護師 

溝内・原 

対策加算１+連携加算+抗菌薬 12,695 

褥瘡対策 

チーム 

皮膚・排泄ケア 

認定看護師 

松田 

在宅療養指導料（170点） 86 

ストーマ処置（1個：70点） 407 

ストーマ処置（2個：100点） 8 

褥瘡ハイリスク患者ケア加算（500点） 1,164 

人工肛門・人工膀胱造設前処置加算（450点） 30 

がん化学療法 川口 外来化学療法  加算 A（15 歳以上 600点） 3,756 

外来化学療法  加算 B（15歳以上 6450点） 210 

糖尿病患者 

フットケア 

本多 糖尿病合併症管理料（170点/月 1 回） 24 

がん患者 

カウンセリング 

山下・坂本・三谷・ 

川口・大口・市・阪倉 

がん患者指導管理料１（500点） 284 

がん患者指導管理料 2（200点） 94 

排尿ケア 松田・研修修了者 排尿自立支援加算（200点/週 1 回 12 週まで） 2,612 

外来排尿自立指導料（200点/週 1回 12週まで） 241 

認知症加算 大口 認知症ケア加算 7,656 

 

   （3）がん相談支援センター 相談件数  537件 

（4）インターンシップ講義や看護学生の就職ガイダンス等へ参加し、活動内容を紹介 

     インターンシップ開催：令和 2年 4月 25日、4月 26日、5月 2日、5月 3日 

母乳育児推進室                                    室長  多田 克彦 

 

● 活動目的 

1） WHO／UNICEF「母乳育児がうまくいくための 10 のステップ（2018 年改訂）」に基づき、継続的

且つ包括的に母乳育児を支援することを目的として、母乳育児推進室を設置し組織的に運営

を行う。 

2） 支援の対象は、当院で出生した健康な正期産新生児だけでなく、NICU・小児科病棟などに入

院する病児とその母親、疾患を持つ母親など、すべての児と母親、その家族とする。 

3） 母乳育児中の母子だけでなく、疾患などのために母乳育児ができない母子に対しても適切な

支援を提供する。 

 

● 活動状況 

1．推進室会議：2か月に 1回開催 

2．院内活動 

a） 研修 

a） 新採用者向け研修：赤ちゃんにやさしい病院（BFH）オリエンテーション（多田克彦母乳育

児推進室長）→2020年度中止 

b） 初期研修医・学生向け研修： 

① 4月「妊娠・授乳と薬剤」大岡尚美（産婦人科）中村和恵（新生児科） 

② 6月（助産学生）1月（看護学生）「BFH とは」柚木直子（6A）中村和恵（新生児科） 

b） 院内での連携・啓発活動 

a） 各病棟からの授乳婦の母乳育児相談（随時） 

b） 妊娠・授乳と薬剤に関する相談（妊娠と薬外来、薬剤部と連携） 

c） 児が NICUに入院した母子分離の母親の 2週間健診開始（4月～） 

d） 退院後の支援の再編：乳房センター→子育て支援センターと名称を変更し、乳房ケアにと

どまらない子育て支援を目指す（2021年 1月～） 

e） 「赤ちゃんにやさしい病院」職員認知度アンケートの実施（2021年 2月） 

3．院外への情報発信 

a） 保健医療従事者対象 

a） 小児救急医療研修（成育医療研修） ：講義・病棟見学→2020年度中止 

b） 岡山県看護協会・新人助産師研修： 

講師：有道順子（外来）小谷教恵（6A）、多田克彦（産婦人科）、中村和恵（新生児科） 

c） BFH連絡会議参加（オンライン）11月 15日：有道順子、常久幸恵、柚木直子、中村和恵 

b） 患者様ご家族、一般の方対象 

a） わいわいサークル 毎週木曜、月 1回ミニ講座開催（離乳食・虫歯予防・子どもの服薬・救

急時の対応など）→感染対策のため現在休止中 

b） 病院フェスタ：BFHや乳児栄養に関する情報提供、啓発活動→2020年度中止 
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c） 出前講座 

① 南方子育て支援センター育児講座：7月中村和恵（新生児科） 

② 中高生への性教育（6A助産師）→2020年度中止 

d） 育児相談事業（看護協会）2月 

e） 国際助産師の日（看護協会） BFHポスター展示 

4．赤ちゃんにやさしい病院月間（毎年 8月 1日-31日） 

a） 世界母乳育児週間（8 月第 1 週）にあわせて、2017 年より 8月を「赤ちゃんにやさしい病院」月

間と設定し、乳幼児の栄養に関する啓発活動を行っている。 

b） 2020年度 

a） 「赤ちゃんにやさしい病院」新聞を作成・配布（一般外来者・各病棟） 

b） 院内掲示物等確認のラウンド（母乳代用品のマーケティングに関する国際規準違反の確

認：産科・小児科外来・授乳室など） 

  

5. 業績 

1） 母親の側からみた母乳育児の科学的エビデンス −母乳育児と肥満— 

多田克彦 

日本母乳哺育学会雑誌 2020; 14: 60-67（2020年 7月）総説 

2） 母乳育児と母親のこころの問題 —母親のニーズと不安の原因— 

   多田克彦 

日本母乳哺育学会雑誌 2020; 14: 80-88（2020年 7月）総説 

3)  妊婦，授乳婦における薬に対する意識調査 

平澤ゆみこ，上野杏菜，羽藤加奈恵，田頭尚士，山本 宏，常久幸恵，多田克彦，中村和恵 

日本小児臨床薬理学会雑誌 2019; 32: 125-132（2020年 8月） 

4) Tada K, Miyagi Y, Nakamura K, Yorozu M, Fukushima E, Kumazawa K, Nakamura M, Kageyama M. 

The optimal prepregnancy body mass index for lacatation in Japanese women with neonatal 

separation as analyzed by a differential equation. Acta Med Okayama 2021; 75(1): 63-69 

5) Nakamura K, Matsumoto N, Nakamura M, Takeuchi A, Kageyama M & Yorifuji T. Exclusively 

breastfeeding modifies the adverse effect of late preterm birth on gastrointestinal infection: 

nationwide birth cohort study in Japan. Breast Med 2020; 15(8): 508-515 

 

ボランティア室                                室長 田中 光照（管理課長） 

 

● 活動目的 

ボランティア室は、独立行政法人国立病院機構岡山医療センターの基本方針に基づいて、病院

ボランティアにより患者さんが安らげる療養環境作りと地域社会に寄与することを目的として、平成

17年に設立されました。 

     病院ボランティアは、病院の医師、看護師、その他の職員と協力して、患者さんに寄り添い、患者

さんがもつ不安を軽くすることによって安心して治療を受けることができるよう、自発的に無償で、病

院を利用する人のためにサービスを提供する人で、ボランティアの皆様には専門職ではなくてもでき

る仕事のお手伝いを行っていただいています。 

 

● 活動状況 

   次のような活動を月曜日から金曜日の間（祝日除く）で行っていただきました。 

       ・院内への案内 

      ・受付の援助 

      ・車椅子の介助 

       ・小児病棟読み聞かせ 

      ・環境整備（花壇手入れ等） 

      ・縫製 

・言語傾聴   等 

 

   しかし、2020 年度はコロナ禍であり、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、一部活動を中止す

るなど積極的な活動が行えなかったが、工夫して活動を行った。 

3月 読み聞かせ、裁縫ボランティア 活動中止 

4月 外来ボランティア 活動中止 

6月 外来ボランティア（環境整備活動のみ） 活動再開 

7月 ボランティア 活動再開 

             （裁縫ボランティアは、病棟訪問なしで受注対応） 

 

ボランティアを支えるボランティアコーディネーターを採用し、年間通して組織として活動を支援でき

る体制を構築した。病院とボランティアの架け橋となり、ボランティア活動へ相互の意見が反映させ、積

極的な活動へつなげることが可能となっている。 

 

● 募集活動 

コロナ禍であり、活動に制限があったため、積極的な人員確保活動、活動範囲の拡大は図らなかっ 

たが、２名の新規登録者があった。今後における募集活動については、感染状況を見据えて対応して

いく必要がある。 
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